


第８回 兵庫県立がんセンター地域公開講座 

 

１ テーマ  「がんセンターにおける最新の大腸がん治療」 

２ 日 時  令和８年７月２５日（土）１４：００～１６：００（開場 １３：３０） 

３ 会 場  加古川市総合福祉会館 ２階大ホール 

４ プログラム 

 ◇開 会（14：00）  あいさつ            兵庫県立がんセンター 院長  富 永 正 寛 

◇講 演（14：05～15：30） 

司会・座長：兵庫県立がんセンター 消化器内科部長  津 田 政 広 

兵庫県立がんセンター 消化器外科部長  岡 﨑 太 郎 

講演１ 「大腸腫瘍に対する内視鏡治療の役割」（25 分） 

兵庫県立がんセンター 消化器内科部長  山 本 佳 宣 

講演２ 「大腸がんに対するロボット支援手術」（25 分） 

               兵庫県立がんセンター 消化器外科医長  山 岡 雄 祐 

講演３ 「大腸がん最新の抗がん剤治療について」（25 分） 

兵庫県立がんセンター 消化器内科医長  武 川 直 樹 

◇Ｑ＆Ａコーナー（15 分） 

 

◇閉 会（～16：00） あいさつ    兵庫県立がんセンター 消化器内科部長  津 田 政 広 

 

 

◇主   催  兵庫県立がんセンター   

◇共   催  兵庫県がん診療連携協議会 

◇後   援  兵庫県医師会、加古川市、加古川医師会、兵庫県看護協会、神戸新聞社 



がんセンターにおける最新の大腸がん治療 

 

 

兵庫県立がんセンターは県下のがん医療に関する中枢医療機関として、県民の

皆様のがん治療に積極的に取り組んでいます。  

一方、がん検診受診率や精密検査受診率については、兵庫県は全国的に見ても

低く、がんの知識や治療についての県民の皆様に対するさらなる啓発が必要と

考えています。 

このため、「がんセンターにおける最新の大腸がん治療」をテーマに、令和８年

７月２５日(土)に地域公開講座を開催いたしました。  

加古川市総合福祉会館を会場として、加古川市をはじめ近隣地域の方々１０１名が

参加され、質問にもお答えさせていただきました。  

 

大腸がんの治療は近年目覚ましく進歩しています。講演１では、病変や部位が

様々で難易度が高いとされる、大腸の粘膜下層剥離術（ＥＳＤ）の最新の技術に

ついて、講演２では、より一般的となったロボット手術について、講演３では、

新しい薬剤が続々と承認されている最新の抗がん剤治療について、最前線で治療

にあたっている消化器内科、消化器外科の医師が解説しました。 

がん患者さんやその家族の方々に向けて、がん治療における最新の情報を

提供し、理解を深めていただく場となりました。 

 


